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令和 2年１月 22日 

 報道機関各位 

                          新潟県小千谷市役所 

                          小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

 

旧小千谷総合病院跡地整備事業 

優先交渉権者を決定 

 

 令和元年 7 月 10 日に「民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する

法律（PFI 法）」に基づき公募した「旧小千谷総合病院跡地整備事業」について、１グ

ループから提案の応募があり、旧小千谷総合病院跡地整備事業に関する PFI事業者選定

委員会の審査の結果、最優秀提案者が選定されました。 

小千谷市では、この選定結果を踏まえ、最優秀提案者を優先交渉権者として決定しま

したので、下記のとおり公表します。 

 

■優先交渉権者（最優秀提案者） 

グループ名称 フージャースグループ 

代表企業 株式会社フージャースホールディングス 

構成員 株式会社植木組 

シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社 

株式会社新潟ビルサービス 

協力企業 株式会社アイ・イー・エー 

株式会社石本建築事務所 

株式会社フージャースリビングサービス 

株式会社フージャースウェルネス＆スポーツ 

株式会社遠藤書店 

■提案価格 

種類 提案価格（税抜き） 

サービス対価Ａ（設計、建設・工事監理、開業準備業務等） 2,363,636,363 円 

サービス対価Ｂ（維持管理、運営業務等）※15年分 1,772,723,550 円 

 

 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市建設課都市整備室 担当／土田・田中 

TEL：0258-83-3514  FAX:0258-83-2789 E-mail：kensetu-tk@city.ojiya.niigata.jp 

イメージ図 イメージ図 
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令和 2年 1月 22日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

                            

「絵紙と小千谷のひいな祭り」を開催 

 

小千谷縮による江戸との交易が盛んだった小千谷には、多数の浮世絵が伝わっており、ひな

祭りに絵紙（浮世絵）を部屋中に飾る、全国的にも珍しい風習があります。 

その風習を再現した「絵紙と小千谷のひいな祭り」を開催し、商店街の参加店が思い思いに

華やかな飾りつけをしてご来場をお待ちしています。 

消しゴムハンコによる浮世絵体験や和楽器の演奏巡りなど楽しい企画も予定しています。 

なお、この「小千谷の雛祭りにおける絵紙飾りの習俗」は、昨年 6月に小千谷市民俗文化財

に指定されています。 

 

■絵紙と小千谷のひいな祭り 

◆期間  2月 22日（土）～3月 1日（日） 

◆会場  照専寺和順会館など参加店 

◆観覧無料 

 

 

■照専寺和順会館（平成 2-2-37） 

 500枚以上の絵紙がひな人形とともに展示されます。また、習俗等に関する説明をします。 

◆時間  午前 10時～午後 4時（2月 25日（火）休館） 

■サンプラザ 3階和室（城内 1-8-25） 

 「大ママのひいな祭り」と題し、市内の高野家が所有する貴重な絵紙やひな人形を展示します。 

 絵紙を見ながら投扇興などで遊ぶことができます。 

◆時間  午前 10時～午後 5時（2月 26日（水）展示休） 

■その他の企画 

◆消しゴムハンコによる浮世絵体験 ･･･消しゴムで作ったハンコを重ねて刷ると、1枚の絵が完成 

◆和楽器の演奏巡り ･･･三味線、小太鼓など和楽器の楽団が一部参加店を演奏して巡ります 

 その他、フォトパネル設置、商店街での絵紙カード配布などの企画を予定しています 

 

※参加店の詳細は、後日配布のマップをご覧ください。マップは和順会館、サンプラザ、参加店のほ

か、市役所（市民ホール）、観光協会（市役所分庁舎内）などに配置予定です。 

※Facebookページ「絵紙と小千谷のひいな祭り」にて情報発信しています。 

 

本件に関するお問合せ先／小千谷観光協会  担当／阿部 

TEL：0258-83-3512  FAX:0258-83-0871 E-mail：kanko@city.ojiya.niigata.jp 

※土・日は小千谷ひいな祭り実行委員会（070-2209-2483 事務局／地域づくり支援団体こしゃる） 
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令和 2年１月 22日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

 

                            

ウィンター・イングリッシュ・キャンプ in おぢゃ～る を開催 

 

小千谷・海外留学生支援協議会が初めて実施するイングリッシュ・キャンプです。 

2 日間のキャンプ期間中は英会話のみで活動をします。 

小学 5 年生から中学 3 年生までの 34名の児童生徒が参加します。活動を支援するの

は、留学生と市内小中学校に勤務する ALTなどサポートスタッフ 18名です。 

 児童生徒の英語レベルに合わせてグループを編制し、海外でホームステイを行う設定

で、出国から入国、ホストファミリーとの交流を想定した活動をします。また、英語を

使ったゲームやアトラクション、外国のデザート作りにも挑戦します。 

 

◆日時  2 月 8 日（土）午前 10時 30分～9日（日）午前 11時 40分 

◆場所  おぢゃ～る（市民の家・小千谷信濃川水力発電館、山本 1216-3） 

◆日程※活動はすべて英会話で行われます 

【1 日目】 

時間 内容 

10:30 集合 

11:00 自己紹介 

12:00 昼食（留学生による自国の典型的な昼食紹介） 

13:00 「英語でゲーム」「英語で雪遊び」など 

15:00 「日本を飛び出そう！」 

英会話実習：空港到着、機内、入国審査、ホテルチェックイン、ショッピング 

17:00 外国のデザート作り 

19:00 エンターテイメントショー 

19:20 「ホームステイに挑戦！」 

英会話実習：家族紹介、小千谷の学校・地域紹介、日本の文化紹介 

【2 日目】 

時間 内容 

8:30 「いろんな国の学校へ行こう！」 

留学生＆ALTによる海外の学校の模擬授業 

11:00 感想発表 

◆主催  小千谷・海外留学生支援協議会 

本件に関するお問い合わせ先／ 

小千谷市教育委員会学校教育課 担当／関澤・佐藤   TEL：0258-83-3519  FAX:0258-83-5779 
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■ワークショップの概要 

  

◆日時  ①2 月  9 日（日）午後 1 時 30 分～3 時 30 分 

     ②2 月 10 日（月）午後 1 時 30 分～3 時 30 分 

      ※①、②の内容は同じです。 

◆会場  市民学習センター「楽集館」3 階大ホール（上ノ山 4-4-2） 

◆参加者 防災に興味のある方、企業の防災担当者など 40 人程度 

◆講師  日本防災士会 新潟県支部         

◆内容  防災講話・防災マップによる地域の点検、 

DIG（災害イマジネーションゲーム） 

※DIG とは、地図等を用いて災害対策を検討する災害図上訓練の一手法で、危険が

予測される地帯や事態をシートに書き込み、事前の危険予測や避難経路、避難場

所などを検討し、地域住民や関係機関においてどんな対策や連携が必要か参加者

で共有する方法です。 

 

令和 2年 1月 22日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2丁目 7番 5号 

                            

 

中越大震災 15年事業 
DIG を活用した防災ワークショップを開催 

 

 

 中越大震災から 15年が経過しましたが、台風第 19号をはじめ、全国各地で地震や風

水害による被害が後を絶ちません。被害を最小限に食い止めるため、私たちが備えてお

くべきことを地域・組織で一緒に考えることを目的として、下記のとおりワークショッ

プを開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市危機管理課 担当／佐藤・新野 

TEL：0258-83-3515  FAX:0258-83-2789 E-mail：bousai@city.ojiya.niigata.jp 
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令和 2 年 1 月 22 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2 丁目 7 番 5 号 

                            

 

吉谷地域に地域おこし協力隊が着任 

 

小千谷市では、高齢化の著しい地域において、地域外の人材を活用し地域の活性化に

必要な施策を推進するとともに、当該地域への定住・定着を促進するため、平成 25 年

度より地域おこし協力隊制度を導入しています。 

このたび、吉谷地域に新たに地域おこし協力隊が着任しますのでお知らせします。 

 

 

■地域おこし協力隊 

◆氏名    各務 健一（かかむ けんいち）42歳 

◆着任日   令和 2年 2月 1日（最長 3年間） 

◆前住所地  愛知県豊田市（出身地も同じ） 

◆受入団体  吉谷の未来を考える会 

◆活動内容  ・住民アンケート結果に基づく地域課題解決の仕組みづくり 

（高齢者の買い物や通院などの移動支援、生活交通や除雪支援体制、

農業機械共同利用など） 

・吉谷（11町内）の地域活性化事業企画 

（吉谷トレーニングセンターの活用方法検討、地域行事・イベント 

企画、情報発信等） 

■辞令交付 

◆日時    2月 3日（月）午前 9時～ 

◆会場    小千谷市役所 3階 第 1応接室 

 

＜地域おこし協力隊について＞ 

 小千谷市ではこれまでに 17人の隊員が各地域で活動し、今回 18人目となります。 

 令和元年 12月末までに退任した隊員は 12人、うち 9人が市内に定住しています。 

本件に関するお問い合わせ先／小千谷市観光交流課地域振興係 担当／荻野・安藤 

TEL：0258-83-3512  FAX：0258-83-0871 E-mail：chiiki@city.ojiya.niigata.jp 
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令和 2 年 1 月 22 日 

 報道機関各位 

新潟県小千谷市役所 

                           小千谷市城内 2 丁目 7 番 5 号 

                            

少雪による事業者への支援対策を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《参 考》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■除雪待機料前払い 

除雪業務受託業者の資金繰りを支援するため、年度末に支払う予定の待機料の一部を前払い

します。  

◆対象者／ 

  除雪業務受託業者で、今年度前払いを希望する業者（除雪等業務共同体 8、歩道除雪委託

業者 2） 

◆前払い上限額／待機料の 30％を上限とします 

◆前払い実施回数／1 回（1 月中の請求に限ります） 

◆精算／ 

待機料の前払いを受けた場合、年度末の実績において過払いの状態となった場合は、3 月

分の稼働費または固定費で減額し精算します。 

 

 

 

 

 

 

■新潟県セーフティネット資金（経営支援枠・少雪要件）に係る信用保証料の補給 

少雪の影響により損害が生じている中小企業者の資金繰り安定化を図るため、信用保証料の

補給を実施し、経営支援を行います。 

◆対象者／下記のいずれにも該当する中小企業者 

①新潟県セーフティネット資金融資要綱第 7条第 2項の表第 7項に規定する資金（裏面参照）

により融資を受ける中小企業者 

②本市において引き続き 6か月以上事業を営む者 

③納期限の到来した市税を完納している者 

◆信用保証料の補給／100％補給 

◆取扱期間／1月 24日（金）～4月 30日（木） 

 

本件に関するお問い合わせ先／ 

・除雪待機料前払いについて：小千谷市建設課管理克雪係 担当／髙橋・大渕 

TEL：0258-83-3514  FAX:0258-83-2789 E-mail：kensetu@city.ojiya.niigata.jp 

・信用保証料の補給について：小千谷市商工振興課地域産業係 担当／臼井・内山 

TEL：0258-83-3556  FAX:0258-83-2789 E-mail：syoko@city.ojiya.niigata.jp 

 

【参考】待機料とは 

  少雪時にオペレーターの人件費の一部を補てんする制度です。 

  具体的には、除雪機械の稼働時間が、平年雪における稼働時間をもとに設定した標準待

機時間に満たない場合、その差に応じて支払うものです。 



 

 

 

 

□新潟県セーフティネット資金融資要綱第 7条第 2項の表第 7項に規定する資金 

◆融資対象者／少雪による影響で、令和元年 12 月以降、損害が生じている、または今後

の資金繰り等に支障をきたすおそれがある中小企業者等 

◆資 金 使 途／運転資金 

◆融資限度額／3,000万円（別枠） 

◆融 資 期 間／7 年以内（据置期間 2年以内） 

◆融 資 利 率／3 年以内 1.25％  3年超 5年以内 1.45％  5年超 7年以内 1.65％ 

◆信 用 保 証／新潟県信用保証協会の保証付き 

◆取 扱 期 間／1月 16日（木）～4月 30 日（木） 



 情報提供 

TOKYO 2020記念 

「縮の鳥居 復活建立」プロジェクト 

 

 小千谷の町は昔二荒神社、住吉神社の祭礼のときに本町通りに縮

の鳥居を建てました。 

 

ここに、TOKYO 2020 オリンピック・パラリンピックを記念し

て 65 年ぶりに二荒神社祭礼のときに境内の縮の鳥居を建てたいと

思います。 

縮布は広く市民に呼びかけ、着なくなった縮のきものを提供してい

ただき、このきものを解きハヌイをして反物状にします。2月にこの

縮布を雪晒しをしてきれいにして、五色（オリンピックカラー）の縮

布のとともに建立した鳥居に巻きつけ、祭礼の前夜祭として建立イ

ベントを実施します。そしてこの「縮の鳥居」の建立を中心にしてオ

リンピックの前の町の盛り上がりを作り出します。 

  

令和 2年 1月           

 実行委員長 佐藤正機 

                       事務局   樋口隆司 

（電話：0258-83-2121） 


